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ア
イ
リ
ス
の
新
製
品
を
出
す
速
さ
と

量
は
突
出
し
て
い
る
。
発
売
3
年
以
内

の
新
製
品
が
売
上
高
に
占
め
る
割
合
は

5
割
以
上
。
1
9
9
1
年
以
降
、
5
割

を
下
回
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
。

　
年
間
1
0
0
0
の
新
製
品
を
出
し
、

ヒ
ッ
ト
の
兆
し
が
見
え
れ
ば
一
気
に
攻

め
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
含
む
家
電
事
業

は
本
腰
を
入
れ
て
10
年
弱
だ
が
、
売
り

上
げ
比
率
は
既
に
5
割
に
達
し
た
。

　
な
ぜ
、
次
々
に
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
せ
る

の
か
。
そ
の
裏
に
は
、
情
報
共
有
を
徹

底
す
る
3
つ
の
仕
組
み
が
あ
る
。

　
各
々
の
仕
組
み
は
一
見
す
る
と
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
日
報
や
会
議
の
よ
う
に

思
え
る
。
だ
が
、
中
身
は
似
て
非
な
る

も
の
。
そ
の
違
い
は
情
報
共
有
に
対
す

る
強
い
こ
だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
ア
イ
リ
ス
で

新
製
品
を
生
み
出
す
際
に
ア
イ
デ
ア
の

源
泉
と
な
る
ツ
ー
ル
だ
。

　
営
業
や
開
発
な
ど
の
各
現
場
で
得
た

情
報
を
、
ほ
ぼ
全
社
員
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
毎
日
入
力
し
、
全

社
員
で
情
報
共
有
す
る
。

　
通
常
の
日
報
と
異
な
る
の
は
、
入
力

す
る
中
身
が
1
日
の
行
動
の
羅
列
で
は

日
報
と
会
議
を
進
化
さ
せ
る

新
製
品
の
売
り
上
げ
比
率
が
5
割
以
上
。
ア
イ
リ
ス
は
な
ぜ
ヒ
ッ
ト
を
連
発
で
き
る
の
か
。

秘
密
は
新
製
品
を
生
み
出
す
過
程
で
情
報
共
有
を
徹
底
す
る
、3
つ
の
仕
組
み
に
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
初
公
開
の
ツ
ー
ル「
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
含
む
開
発
フ
ロ
ー
を
解
剖
す
る
。

新
製
品
や
新
規
事
業
が
、な
か
な
か
生
み
出
せ
な
い
と
悩
む
人
へ

顧
客
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
に
は
、経
営
陣

と
社
員
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

し
て
、情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

そ
う
し
な
い
と
、動
き
が
ば
ら
ば
ら
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大山繁生常務

情
報
共
有
の
秘
密
兵
器

製
品
ア
イ
デ
ア
の
源
泉

I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
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な
い
点
だ
。
一
般
的
な
日
報
は
、
上
司

に
よ
る
部
下
の
行
動
管
理
が
主
目
的
。

1
日
の
経
過
を
部
下
が
書
き
、
上
司
が

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

一
方
、
情
報
共
有
を
目
的
と
す
る

I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
、
事
実
の
列

挙
は
禁
止
だ
。
日
々
の
仕
事
の
中
で
得

た
情
報
を
基
に
、各
社
員
が
自
ら
の「
意

思
」（
大
山
社
長
）を
伝
え
る
よ
う
に
書

く
。
だ
か
ら
日
報
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー

ナ
ル（
定
期
刊
行
物
）と
呼
ぶ
。
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
こ
ん
な
具
合
だ
。

 

「
製
品
A
の
拡
販
を
狙
っ
て
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
B
の
バ
イ
ヤ
ー
C
様
に
商
談

に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
競
合
の
製
品
D

の
ほ
う
が
○
○
の
機
能
で
人
気
が
高
い

と
聞
い
た
。
私
と
し
て
は
○
○
の
機
能

を
改
善
し
、
内
部
機
構
も
見
直
し
て
価

格
低
減
の
上
、
再
提
案
し
た
い
」

　
ど
ん
な
意
図
を
持
っ
て
相
手
と
会
い
、

そ
こ
で
得
た
情
報
を
基
に
自
分
が
何
を

す
べ
き
か
提
案
ま
で
す
る
。
こ
こ
ま
で

主
体
的
に
社
員
が
考
え
て
入
力
す
る
か

ら
、
集
ま
っ
た
情
報
が
生
き
る
。

　
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
内
容
は
顧
客
ニ

ー
ズ
の
変
化
や
新
し
い
ト
レ
ン
ド
の
兆

し
、
競
合
の
動
向
な
ど
幅
広
い
。
数
多

く
あ
る
仕
組
み
の
中
で
も
、
大
山
社
長

が
特
に
重
視
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

　
社
員
が
入
力
・
閲
覧
す
る
具
体
的
な

日報であって日報でない情報共有ツール
ICジャーナルの主な内容

グループを含む約1万2000人のほぼ全社員が、パソコンやスマホで情報を入力する。
単なる日報ではなく、得た情報を基に、自分で何をすべきか意思を記す。内容は読みや
すいように、220字以内でまとめる。1日以上入力しないと、他の社員の情報が閲覧でき
なくなる。大山社長以下、全社員で情報共有する最強ツール

● 入力した日付
● 入力者の名前
● 情報の分類（商談、開発など）
● テーマ（何についてか）
● 具体的内容（220字以内）

● 日付
● 部署・氏名
● テーマ・得意先
● 言語・翻訳
● 内容

開発担当者は、責任者である大山常
務（左から3人目）と新製品の企画内容
や開発・生産の進捗などを情報共有
するため、毎週火曜・水曜に「週次ミー
ティング」を開く。立ち会議なので、大
山常務は2日間立ちっぱなしだ

入力画面 閲覧条件
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運
用
ル
ー
ル
は
厳
し
い
。
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
自
分
が
入
力
し
な
い
で
し

ば
ら
く
時
間
が
た
つ
と
、
他
の
社
員
の

情
報
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
書
か
な
い

社
員
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
是
正
さ

れ
な
い
と
管
理
不
行
き
届
き
で
上
司
が

顛
末
書
を
提
出
さ
せ
ら
れ
る
。

情
報
格
差
を
な
く
し
て
団
結

　
大
山
社
長
も
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
熟

読
す
る
。
1
日
3
回
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

約
1
0
0
人
の
内
容
に
毎
日
目
を
通

す
。
朝
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
40
分
、昼

休
み
や
夕
方
に
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
そ
れ

ぞ
れ
30
分
を
割
く
。
ち
ょ
っ
と
し
た
移

動
時
間
に
も
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

情
報
収
集
す
る
。

　
社
員
の
日
報
を
1
日
3
回
も
見
る
経

営
者
は
ま
れ
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
大
山
社

長
は
毎
日
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
内
容

の
指
導
ま
で
す
る
。
だ
か
ら
、
仕
組
み

が
形
骸
化
せ
ず
に
習
慣
化
す
る
。

　
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
大
き
な
利
点
は
、

経
営
陣
と
現
場
社
員
と
の
情
報
格
差
が

な
く
な
り
、
生
の
情
報
を
基
に
、
す
ぐ

対
策
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。「
顧

客
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
に
は
、
経
営
陣

と
現
場
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
し
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
不
可

欠
。
そ
う
し
な
い
と
、
動
き
が
ば
ら
ば

項
目
は
39
ペ
ー
ジ
の
通
り
だ
。　

　
入
力
画
面
で
は
日
付
と
名
前
を
入
れ
、

ク
レ
ー
ム
や
競
合
状
況
な
ど
、
伝
え
る

情
報
の
分
類
を
選
ぶ
。
続
け
て
主
題
を

明
示
し
、
内
容
を
2
2
0
字
以
内
で
記

す
。
文
字
数
を
絞
る
の
は
、
簡
潔
に
し

て
読
み
や
す
く
す
る
た
め
だ
。

 

「
単
に
事
実
を
羅
列
し
て
い
た
ら
、『
お

ま
え
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
つ
ま
ら
ん
！ 

（
私
が
見
る
対
象
か
ら
）外
す
か
ら
な
』

と
本
人
に
直
接
言
う
」（
大
山
社
長
）ほ

ど
、
情
報
の
質
に
こ
だ
わ
る
。

　
閲
覧
画
面
は
検
索
機
能
が
充
実
し
て

お
り
、
例
え
ば
、
製
品
別
、
部
署
別
に

誰
が
い
つ
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
何
を
書

い
た
の
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中

国
語
や
英
語
に
も
対
応
し
て
お
り
、
翻

訳
機
能
ま
で
あ
る
。

1 毎週月曜、開発担当者らが経営陣
の前で新製品を提案する「プレゼン会
議」。提案者の発表を聞いた後、経営
陣が質問。製品を載せる台は後方から
も見やすいようにせり上がる。 2 最終
的に大山社長がその場で可否を判断
し、承認の場合には判を押す。 3 プレ
ゼンの進め方には5つの決まりがある。
結論を先に言わないと叱責が飛ぶ。4

会議は東京や大阪、中国・大連にある
工場など各拠点とテレビ会議システム
でつないで同時に進める

32

1

4
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ら
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」と
開
発
責
任

者
の
繁
生
常
務
は
話
し
て
い
る
。

　
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
集
ま
っ
た
情
報

な
ど
を
基
に
、
開
発
部
門
は
新
製
品
の

企
画
を
練
る
。
家
電
や
園
芸
用
品
な
ど

の
分
野
ご
と
に
約
10
人
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
企
画
提
案
は
全
員
に

求
め
ら
れ
る
。
新
入
社
員
も
同
じ
だ
。

　
開
発
部
門
内
で
情
報
共
有
の
要
と
な

る
の
が「
開
発
週
次
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

だ
。
毎
週
火
曜
と
水
曜
に
、
角
田
工
場

と
家
電
の
研
究
開
発
拠
点
が
あ
る
心
斎

橋
オ
フ
ィ
ス（
大
阪
市
）、
中
国
・
大
連

の
工
場
な
ど
関
連
拠
点
を
テ
レ
ビ
会
議

で
結
び
、
繁
生
常
務
の
仕
切
り
で
、
製

品
開
発
の
議
論
を
す
る
。

　
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
新
製
品
の

企
画
の
詰
め
や
開
発
の
進
捗
状
況
の
確

認
、
既
存
製
品
の
改
良
提
案
な
ど
。
1

チ
ー
ム
に
つ
き
1
時
間
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
遅
れ
て
い
る
な
ど
重
要
度
と
緊
急

度
の
高
い
案
件
か
ら
順
に
話
し
合
う
。

　
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
た
め
、
会
議
中
は

全
員
が
立
っ
た
ま
ま
。
繁
生
常
務
は
2

日
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
。

年間1000の新製品が生まれる場

富
生
専
務

繁
生
常
務

晃
弘
取
締
役

提
案
者大

山
健
太
郎
社
長

開
発
の
情
報
共
有
の
要

経
営
陣
と
社
員
が
議
論

開
発
週
次
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ここに製品を置いてプレゼ
ンが始まる（開発中の製品
のため写真は加工した）
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立
ち
会
議
だ
け
な
ら
導
入
し
て
い
る

企
業
は
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
情
報

共
有
の
同
時
性
を
徹
底
し
て
い
る
点
で
、

週
次
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
異
質
だ
。

　
心
斎
橋
オ
フ
ィ
ス
は
会
議
室
が
狭
く
、

2
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
く
が
、
そ
れ
ら
の
部
屋
を
わ
ざ
わ

ざ
テ
レ
ビ
会
議
で
結
ん
で
ま
で
も
全
員

参
加
に
こ
だ
わ
る
。「
後
で
伝
え
る
と
情

報
が
劣
化
し
た
り
、
勘
違
い
が
出
た
り

す
る
。
会
議
の
雰
囲
気
や
熱
気
を
全
参

加
者
に
等
し
く
感
じ
て
ほ
し
い
」と
繁

生
常
務
は
説
明
す
る
。

新
入
社
員
も
常
務
に
提
案

　
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
共
有
で
き

れ
ば
、
入
社
年
次
や
役
職
に
関
係
な
く
、

担
当
者
が
繁
生
常
務
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
利
点
も
あ
る
。

　
「
新
入
社
員
も
役
員
も
1
人
の
生
活
者

と
し
て
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、

家
電
や
日
用
品
を
使
う
。
そ
の
中
で
不

満
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
を
解
消
す
る
製

品
を
提
案
す
る
。
ア
イ
デ
ア
出
し
は
誰

で
も
平
等
だ
」（
繁
生
常
務
）。

　
2
0
1
3
年
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
か
ら

ア
イ
リ
ス
に
転
じ
た
、
真
野
一
則
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
こ

う
語
る
。「
組
織
が
大
き
く
な
る
と
、ど

う
し
て
も
意
思
統
一
が
図
り
に
く
く
な

　
プ
レ
ゼ
ン
は
分
野
ご
と
に
進
む
。
与

え
ら
れ
た
時
間
は
、
1
案
件
に
つ
き
約

10
分
。
提
案
す
る
新
製
品
が
多
い
た
め
、

1
案
件
が
数
分
で
決
ま
る
こ
と
も
よ
く

あ
る
。
こ
こ
で
提
案
が
通
れ
ば
、
製
品

化
な
ど
が
確
定
す
る
だ
け
に
、
や
り
取

り
は
真
剣
そ
の
も
の
。
大
山
社
長
を
筆

頭
に
、
富
生
専
務
、
秀
雄
取
締
役
、
7

月
に
社
長
に
な
る
晃
弘
取
締
役
ら
経
営

陣
が
、
提
案
者
に
次
々
に
質
問
を
浴
び

せ
る
。

生
活
者
視
点
で
厳
し
く

　
大
山
社
長
の
判
断
基
準
は
、
ユ
ー
ザ

ー
イ
ン
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
か
ど
う

か
。
消
費
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
使
い

る
が
、
ア
イ
リ
ス
で
は
経
営
幹
部
を
非

常
に
身
近
に
感
じ
、
方
針
が
よ
く
理
解

で
き
る
」。

　
開
発
部
門
内
で
の
議
論
を
経
て
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
企
画
は
、
大
山
社

長
の
最
終
決
裁
を
仰
ぐ
プ
レ
ゼ
ン
会
議

で
の
提
案
に
進
む
。

　
プ
レ
ゼ
ン
会
議
は
、
新
製
品
を
発
売

す
る
か
否
か
を
最
終
的
に
決
め
る
場
だ
。

年
間
1
0
0
0
に
上
る
ア
イ
リ
ス
の
新

製
品
は
す
べ
て
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
毎
週
月
曜
、
大
山
社
長
以
下
、
経
営

陣
や
開
発
部
門
に
加
え
、
知
財（
特
許
）

や
品
質
管
理
な
ど
関
連
部
門
の
社
員
が
、

角
田
の
会
議
室
に
集
結
。
東
京
や
大
阪
、

中
国
工
場
な
ど
の
関
係
者
も
テ
レ
ビ
会

議
で
参
加
す
る
。

　
午
前
9
時
半
か
ら
夕
方
5
時
近
く
ま

で
、
総
勢
約
50
人
の
メ
ン
バ
ー
で
新
製

品
や
既
存
製
品
の
改
良
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
聞
き
、
大
山
社
長
が
可
否

を
即
断
即
決
す
る
。
了
承
な
ら
大
山
社

長
が
そ
の
場
で
決
裁
の
判
を
押
し
、
午

後
か
ら
担
当
者
が
商
談
に
出
か
け
る
ほ

ど
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。

勝
手
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、
容
赦
な
く

〝
ダ
メ
出
し
〞す
る
。

　
あ
る
日
の
プ
レ
ゼ
ン
会
議
で
も
、
生

活
用
品
が
提
案
さ
れ
た
が
、
競
合
製
品

の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い
と
大
山
社

長
は
判
断
。「
素
人
考
え
は
も
う
や

め
！
」と
途
中
で
遮
っ
て
却
下
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
販
売
予
測
や
想
定

原
価
、
投
資
回
収
の
時
期
や
利
益
と
い

っ
た
収
支
の
試
算
も
示
す
。
数
字
の
詰

め
が
甘
い
と
、「
ご
ま
か
す
な
！
」な
ど

と
叱
責
が
飛
び
、
す
ぐ
訂
正
が
求
め
ら

れ
る
。
開
発
費
を
か
け
過
ぎ
て
、
儲
か

る
は
ず
の
製
品
が
、
実
は
赤
字
を
垂
れ

流
す
と
い
っ
た
事
態
も
避
け
ら
れ
る
。

　
進
行
の
手
順
も
決
ま
っ
て
い
る
。
時
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毎
週
新
製
品
を
生
む
場

大
山
社
長
が
即
断
即
決

プ
レ
ゼ
ン
会
議

2009年、LED照明
に本格参入

2013年、コメを販売
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会社を伸ばしたいなら大山家に学べ

間
を
効
率
的
に
使
う
た
め
だ
。「
初
め
に

結
論
、
内
容
説
明
は
後
に
す
る
」な
ど
、

5
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。

　
真
剣
勝
負
を
通
じ
て
担
当
者
は
、
ユ

ー
ザ
ー
イ
ン
の
視
点
を
た
た
き
込
ま
れ

る
。
こ
う
し
て
経
営
陣
と
社
員
が
練
り

上
げ
た
製
品
が
毎
週
生
ま
れ
る
。

　
経
営
陣
と
関
係
者
全
員
が
直
接
意
見

を
戦
わ
せ
、
そ
の
場
で
製
品
企
画
の
可

否
を
決
め
る
プ
レ
ゼ
ン
会
議
。
こ
れ
は

情
報
共
有
の
同
時
性
を
徹
底
し
、
製
品

開
発
の
速
さ
を
重
視
す
る
ア
イ
リ
ス
の

姿
勢
を
最
も
象
徴
す
る
仕
組
み
だ
。

　
I
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
週
次
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
会
議
。
日
報
や
会

議
を
進
化
さ
せ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
開
発

力
を
強
く
で
き
る
。

　
次
々
に
ヒ
ッ
ト
を
生
み
出
す
ア
イ
リ

ス
オ
ー
ヤ
マ
の
仕
組
み
に
は
、
中
小
企

業
で
も
応
用
で
き
る
点
が
多
い
。
要
点

は
、
経
営
陣
と
現
場
社
員
の
情
報
格
差

を
な
く
す
こ
と
だ
。

　
ト
ッ
プ
が
現
場
の
生
の
情
報
を
常
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。
現
場
が

ト
ッ
プ
の
考
え
を
十
分
に
理
解
で
き
る

仕
組
み
。
そ
れ
ら
を
整
え
た
上
で
、
社

員
と
経
営
陣
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
直
接
取
り
な
が
ら
、
新
し
い
製
品
や

事
業
を
生
む
場
を
設
け
る
。

　
「
一
般
の
組
織
で
は
、
上
が
い
く
ら

『（
顧
客
ニ
ー
ズ
は
）こ
っ
ち
だ
』と
言
っ

て
も
、
現
場
社
員
は
聞
い
た
ふ
り
を
す

る
だ
け
で
動
か
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

情
報
共
有
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」と
繁
生
常
務

は
話
す
。
情
報
共
有
す
れ
ば
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
組
織
全
体
が
し

っ
か
り
動
く
と
い
う
わ
け
だ
。

　
組
織
は
現
状
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る

も
の
。
だ
が
ア
イ
リ
ス
で
は
情
報
の
一

元
化
が
組
織
に
機
動
力
を
与
え
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
、変
わ
ら
な
い
ほ
う
が
気
持

ち
悪
い
と
感
じ
る
く
ら
い
」（
繁
生
常

務
）。
こ
の
組
織
力
に
よ
っ
て
、漁
業
用

の
ブ
イ
か
ら
園
芸
用
品
、
ペ
ッ
ト
用
品
、

家
電
、
果
て
は
コ
メ
ま
で
、
多
ジ
ャ
ン

ル
の
製
品
を
続
々
と
投
入
で
き
た
。

　
ま
た
ア
イ
リ
ス
で
は
、
開
発
担
当
者

を
含
む
全
員
で
製
品
の
収
支
を
追
う
。

作
っ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

売
れ
行
き
が
悪
け
れ
ば
利
益
を
出
す
た

め
に
改
善
提
案
を
す
る
。こ
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
素
早
く
回
す
上
で
も
、
プ

レ
ゼ
ン
会
議
な
ど
の
情
報
共
有
の
場
は

効
果
的
で
あ
る
。

市場の変化に対応してヒットを出してきた
アイリスオーヤマの売上高推移

注 ： 2003年からはグループ全体の売上高。製品写真は現在のもの
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情
報
格
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を
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し

組
織
を
動
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経
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の
ヒ
ン
ト

1981年、園芸用品発売

1987年、ペット
用品に参入 1989年、クリア収納ケース発売


